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研 究 の 背 景 と 粋 組 み

　 （ 1 ） 研．究 意 図

　 学 者 の 世 界 に は 国 境 が な い と 言 わ れ る。 実

際 ．学 問 分 野 に よ っ て 相 違 が あ る と し て も 、

基 本 的 に は い か な る 学 問 分 野 も 国 際 学 界 を 舞

台 に じ て 活 動 が 展 開 さ れ て い る。今 や 交 通 ・

通 信 手 段 の 未 曾 有 の 発 運 ．も 助 力 し て 、学 者 の

活 動 の 国 際 化 は
一

段 と 進 展 し て い る よ う に 見

え る 。 そ の よ う な 状 況 を 背 景 に し て ，大 学 教

授．職 の 実 態 を グ 自 一バ ル な 範 囲 で 調 査 研 究 す

る こ と は 重 要 性 を 増 し て い る の に も か か わ ら

ず、従 束 そ の 視 点 か ら の 体 系 的 研 究 は 行 わ れ

な い ま ま に な っ ．て い た 。

　 今 回 、 カ
ー

ネ ギ
ー教 育 振 興 財 団 主 催 の 大 学

教 授 職 国 際 調 査 （Carnegie 　 InternationaI

SurveV 　gf　the　Academic 　Profession 　）　カぐ冥ヒ

米 ，ヨ
ー

ロ ッ
パ 、南 米 、オ セ ア ニ ァ 、 ア

・
ジ ア ．

中 近 東 な ど 世 界 14 か 国 1 地 域 （米 国、運 合 王

国 、　ド イ ツ ．オ ラ ン ダ、　ロ シ ア 、　ス ウ ェ
ー

7

ン ．メ キ シ コ 、 ブ ラ ジ ル 、 チ リ、オ
ース ト ラ

リ ア ． 日 本 ，韓 国 、香 港、 イ ス ラ エ ル ．エ ジ

プ ト 》 の 参 加 を 得 て 行 わ れ た 。最 近 、主 催 者

よ り 藥 計 結 果 が 公 表 さ れ た の を 機 会 に 、各 国

の デ ータ の 比 較 分 折 を 試 み る こ

1
と に し た （デ

ー
タ が 届 い て い な い エ ジ プ ト は 以 下 の 分

「
析 か

ら 除 い た ）．

　 （ 2 ｝ 研 究 方 法 と 内 容

　 各 国 調 査 は 、主 催 者 の 実 施 手 続 き に 従 っ て

質 問 ff＄ に

．
よ っ て 実 施 さ れ た。分 析 対

．
象 に な

る 標 本 数 は 、表 1 の 通 り で あ る 。

表 1 分 析 文寸 象 国

地 域 対 象 国 有 効 回 答 数

北 米 米 国 3529

ヨ ーロ ツ
パ 連 合 王 国」．．．．．．．．．」」」」」齟齟齟」−rlTT．，r
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ロ シ

・
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ス ウ ェ
ー

デ ン
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　 　 　 1122
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P，Pr−，丁齟，，」．．齟．．「．■rr．−r「−r
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チ リ

　 　 　IO27「−「．1．．．．．；．．．．．．．．．
　 　 　 984r−−T−・」」・．．．■1■−111r
　 　 　 lo了1．．

オ セ ア ニ ア オ
ー

ス トラ リ ア 1420

ア ジ ア 日 本．．．．．．．．．．．．．．」・．齟i・齟L．．．．．
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　 　 　 τ889．「．「「．「．．．．．．．「．．．．．
　 　 　 903齟r「．」L．．．．．．「．．．「．．「
　 　 　 4了1

中 近 東 イ ス ラ エ ル 502

附 19496

　 各 国 調 査 は ．国 際 的 比 較 を 可 能 に す る た め

の 等 質 性 を 確 保 す る た め に 、代 表 者 全 体 会 議

（日 本 か ら の 研 究 代 衰 者 は 有 本 童 ） で の 検 討

を 踏 ま え た 共 通 ．マ ニ ュ 7 ル に 従 っ て 実 施 ξ れ ・

た 。各 国 の 個 別 手 続 き の 差 異 等 に 関 し て は ．

現 時 点 で は 困 難 で あ．る が 、．主 催 者 側 か ら の 公

表 が な さ れ 次 第 詳 細 な 検 討 が 可 能 で あ ろ う ，

　 な お 、 日 本 の 瀰 査．方 法 に 関 し て は ．前 回 の

関 連 報 告 や 別 の 関 連 報 告 晋 で 述 べ た 通 り で あ

る （有 本 章 綿 『大 学 評 価 と 大 学 教 授 職 』 広 島

大 掌 木学 教 育 研 究 セ ン タ
ー、1993 年 ．等 ．参

照 〕 。国 際 比 較 調 査 に お け る 日 本 譌 査 の 質 問

紙 醍 布 数 は 4、OOO 、回 収 数 は 1．889 （回 収 率 4 了．

2X） で あ る。

　 本 研 究 の 主 題 は 、大 学 教 員 の 意 識 調 査 に 依

拠 し て そ の 学 術 活 動 を 分 析 」、各 国 の 大 学 教
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授 職 の 実 態 を 比 較 す る こ と に あ る。具 体 的 な

調 査 項 目 は ． 7 領 域 に 包 括 で き る 。つ ま り、

  教 授 職 の プ ロ フ ィ
ー

ル 、  学 生
一

ア ク セ ス

と 優 秀 性 ．  専 門 職 的 活 th　一教 育 、研 究、サ

ービ ス 、  労 働 条 件
一

満 足 と
．
不 満 、  大 学 の

管 理 運 宮 ．   高 等 教 育 と 社 会 ．   国 際 的 次 元 ．

で あ る。本 報 告 で は 、 こ の 分 類 を 軸 に し て ．

ま た 原 則 と し て カ
ー

ネ ギ
ー

第 1 次 報 告 （The

Academic 　Profession7 　An 　Inte 「 national

Perspect ｝ve ．．1994 ） に 準 拠 し な が ら 、国 際 的

特 微 に 焦 点 づ け て 分 析 し た い 。

1 ．教 授 職 の プ ロ フ ィ
ー

ル

　 〔1＞ 性 別 構 成 で は ．各 国 の 教 授 職 人 ロ は 男

性 優 位 の 構 造 を も ち 、女 性 教 員 の 割 合 は 30X 前

後 で あ る が ．南 米 諸 国 で の 比 串 は や や 高 く、
1

日 本 で の 比 率 は 最 低 （7、9X ） で あ る。 ち な み

に ，米 国 （26 ．7男 ） で は 、1969 年 （19X ） か ら

20 年 間 に 約 10＄の 伸 張 を み た．

　 （2） 年 齢 構 成 を 平 均 年
．
齢 で 見 る と 、全 体 に

40 〜50歳 で あ り 、そ の 中 で 、 メ キ シ コ は 40 歳

以 下 と 若 年 化 し 、 イ ス ラ エ ル 、 日 本、 ロ シ ァ

な と
．
は 50歳 以 上 と 老 齢 化 し て い る。

　 ζ3） 学 者 の 移 動 性 に は 、大 部 分 の 大 学 教 員

は 1 な い し 2 機 関 に 勤 務 し て い る 点 で 共 通 性

が あ る 。 　し か し、番 港、 オ
ー

ス ト ラ リ ア 、ブ

ラ ジ ル 、イ ス ラ エ ル 、米 国 の 大 学 教 員 の 4 分

の 1 は 、 3 以 上 の 機 関 に 勤 務 し た 経 験 が あ る

の に 対 し て 、日 本 （10、6沿 は 韓 国 （5．0紛 ．

ロ シ ァ （B．9X ｝ に つ い で 低 く、移 動 性 が 乏 し

い こ と を 示 し て い る e

　 （4） 雇 用 形 態 で は 主 と し て 常 勤 職 の 形 態 を

と る も の の 、南 米 の 大 学 教 員 の 多 く は 非 常 勤

職 で あ る と と も に 、 4 分 の 1 以 上 が 大 学 以 外

に 職 を 保 持 し て い る。な お 、世 界 的 に 非 常 勤

職 の 増 加 傾 向 が 見 ら れ る （例 え ば 、米 国 全 体

で は 現在 、3鴎 に 達 し て い る と の 轗 告 が あ る ） 。

こ の 傾 向 は ．世 界 的 に 南 米 型 へ の 移 行 を 示 唆

す る 徴 候 と も 解 さ れ る ．　〔 日 本 の 常 勤 職 率 は

99．lx ）

tl．学 生
一

ア ク セ ス と 優 秀 性

　 （1） 大 部 分 の 国 の 大 学 教 員 は 、 7 割 以 上 の

若 者 が 中 等 教 育 を 修 了 で き る 能 力 を も ち 、 そ

の 半 分 は 高 等 教 育 機 関 へ の 入 掌 を 許 可 さ れ る

べ き だ と 信 じ て い る が 、後 者 に 関 し て 、 ロ シ

ア は 30、T％、 ド イ ッ は 68，8％な と
．
国 の 間 で そ の

振 幅 が 大 き い ご ド イ ッ の 場 合 、中 等 教 育 を 修

了 で き る 割 合 は 40 ％以 下 と か な り 否 定 的 で あ る ，、

（ 日 本 の 大 学 教 員 は 、
’
75．3％が 中 等 教 育 を 修 了

で き．中 等 教 育 修
．
了 者 の 54．7％を 高 等 教 育 機 関

へ 入 学 許 可 す べ き だ と 思 っ て い る ）

　 （2） 全 体 に 半 数 以 上 の 大 学 教 員 が 、最 低 限

の 条 件 を 満 た し た 者 全 員 に 高 等 教 育 機 関 へ の

入 学 を 認 め る べ き だ と し て い る 半 面 ，経 済 的

に 恵 ま れ な い 学 生 を 入 学 さ せ る た め に 入 学 水

準 を 下 げ る べ き だ と す る 割 合 は 少 な い ．，　 （ 日

本 の 大 学 教 員 は ，前 者 に っ い て は 55．4Xが 賛 成

し て お り、 i麦者 に つ い て は 8，9％が 賛 成 し て い

る ）

　 （3＞ 学 生 が 冤 記 及 び 口 頭 に よ る コ ミ ュ ； ケ

ーシ ョ ン 技 術 を 十 分 持 ち 合 わ せ る と み ．な す 大

学 教 員 の 割 合 は ，ほ ぼ 4 分 の 1 以 下 と 少 な い ．、

韓 国 （58．7SC） は 異 例 だ が ． ス ウ ェ
ーデ ン （

32．脳 ）、日 本 （30．2X＞、米 国 （21．8％） な と
’

概 し て 低 い 値 を 示 す 。学 科 に 登 録 し て い る 学

生 の 学 力 が 良 好 と す る 割 β は 50％未 満 M と り わ

げ 日 本 （20 ．7％ ） は 最 も 低 く． さ ら に 5 年 前 よ

り 学 生 の 質 が 悪 化 し た と す る 割 合 （41 ．O％） は 、

香 港 （72．4％） 、 ブ ラ ジ ル （49．1％） に つ ぎ 高

い 。

lil、専 門 的 活 勤
一

教 育、研 究 、 サ
ー

ビ ス

　 （1） 自 分 の 所 属 大 学 、所 属 学 科 、専 門 分 野

に つ い て 、 ど の 程 度 重 要 で あ る か 尋 ね た と こ

ろ． ほ と ん と
’
の 国 に お い て 、　 「大 変 重 要 で あ
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る 」 と 回 答 し た 大 学 教 員 の 比 率 が 、専 門 分 野、’

所 属 学 科 、所 属 大 学 の 順 番 に 高 く な っ て い る
一

（ オ
ー

ス ト ラ リ ア の み 、自 分 の 所 属 大 学 の 方

が ．自 分 の 専 門 分 野 よ り も 「犬 変 重 要
「
で あ る 」

と す る 大 学 教 員 の 比 率 が 高 く．な っ て い る．） 。

一
部 に 例 外 は あ．る も の の 、 世 界 的 に み て ．大

学 教 員 は ．専 門 分 野 に
．
対 す る 忠 誠 心 が 組 織 に

対 す る 忠 誠 心 よ り も 強 い よ う で あ る 。

　 （2） 教 育 活 動 と 研 究 活 動 の ど ち ら に 関 心 が

あ る か 尋
・
ね た と こ ろ、国 に よ っ て 関 心 に 違 い

が 表 れ て い る c，特 に 教 育 に 関 心 が 傾 倒 し て い

る の は 4 か 国 で あ る e 教 育 活 動 に 関 心 が あ る

と 回 答 し た 大 学 教 員 の 多 い 順 に 国 を 並 べ る と ．

ロ シ ア （6了．9％ ） 、チ リ （66．T％ ） 、 メ キ シ コ

（653X ） 、 ブ ラ ジ ル （61．O％） と な っ て い る 。

他 の 10か 国 に お い て は 、大 学 教 員 の 関 心 は 研

究 活 動 に 偏 っ て お り、オ ラ ン ダ が 75 ．2X で 1 位 ．

日 本 が 72．5％で 2 位 で あ る 。

　 （3）
’
「業 績 主 義 が 教 育 の 質 を そ こ ．な っ て い

る 」 と す る 意 見 に 対 す る 賛 否 を 尋 ね た と こ ろ 、

そ の 意 見 に 賛 成 す る 大 学 教 員 が 反 対 す る 大 学

教 員 に ．比 べ て 多 い 国 は 、香 港 tt
．

オ
ー

ス

．
ト ラ リ

ア 、米 国 で あ り、逆 に ．反 対 す る 大 学 教 員 が

賛 成 す る 大 学 教
’
鼠 に 比 べ て 多 い 国 ．は 、 ブ ラ ジ

ル ．ス ウ ェ
ー

デ ン 、 ロ シ ア で あ る。ま．た 、連

合・王 国、　ド イ ッ 、 オ ラ ン ダ、チ リ は ，賛 成 す

．

・
る 大 学 教 員 と 反 対 す る 大 学 教 員 の 比 率 が ほ ぼ

同 じ で あ る 、，

　 での す べ
．
て の 国 に お い て 、．研 究 者 の 3 分 の

2 以 上 が 、過 去 3 年 間 で 1 本 以 上 の 論 文 を 出

版 し て い る 、論 文 の 平 均 値 は 3
．
篇 か ち 8 篇 と

な っ て お り 、日 本 が 8．1篇 で ト ッ プ、続．い て 、

ド イ ツ 8．0篇 、 オ ラ ン ダ 了．1篇、 イ ス ラ エ ル

　 ア．1篇 と な っ て い る 。 7 か 国 の 大 学 教 員 の 半

数 以 上 が 、過 去 3 年 間 で．、・1 冊 以 上 の 学 術 晋

を 編 集 し て い る 。
’
イ ス ラ エ ル 、オ ラ ン ダ ．ロ

シ ア に お
．
て は 、学 術 書．を 編 集 し

幽
た こ と の あ る

者 の 比 率 は 、75％以 上 と な っ て い る 。　 、

　 （5 ）．大 学 教 員 は ＿研 究 費 を い つ も 交 付 さ れ

て い る わ け で は な い 。 ほ ．と ん と
’
の 国 で ．大 学

教 員 の 半 数 以 上 が、　「過 去 3 年 間 に tt 何 ら か ．

の 研 究 費 を 個 人 な い し 共 同 研 究 グ ル ．一プ の 一

員 と して 交 付 さ れ た こ と が あ る 」 と 回 答 し て

い る，， し
．
か し、　 「私 の 研 究 領 域 の 研 究 費 は

・5

年 前 よ り も 今 の ほ う が 獲 得 し や す い 」 と 回 答

し て ．い る 大 学 教 員 は 調 査 対 象 国 の 平 均 で 18 ．

4X の み で 、研 究 費 を 獲 得 す る こ と が 困 難 と な

っ て い る。　ド イ ツ （5．3％） ，米 国 （6．隅 ♪ ．

連 合 王 国 （8．2％） 、 ロ シ ア （8．8％） に お い て

も っ と も 深 刻．で あ る．　（ 日 本 は 26 ．7％が 獲 得 し

や す く な っ て い る と 回 答 し て い る ）

　 （6） ほ と ん と
’
の 国

．
で 、　 厂 す ぐ れ：．た 研 究 業 續

を 持 つ こ と が 大 学 教 員 評 価 に お い て 重 要 で あ

る 」 と 回 答 し て い る （調 査 対 象 国 の 平 均 が 79 ．

4％
．
） ．実 際．．米 国 ．（88

．
．3％） ． イ ス ラ エ ル （ ．

80．5％〉 、　ド イ ツ （78 ．1％〕 ．．ロ シ ア （71 ．3X ） ．

オ
ー

ス ト ラ リ ア （64．4％） な ど の 国 々 で は 、

「出 版 す る こ と な し に 終 身 在 職 権 （テ ニ ュ ア 〉

を 獲 得 す る こ と が 困 難 で あ る 」 と 回 荅 し て お ・

り．
．

チ リ　（38．’0％） 、．日 本 （36．9X ｝ 、，韓．国

（36．3％） 、’香 港 ．（36．4X ） な ど
．
で は ．　 「真 に

研 究 し た い と 思 う よ り も 多 く の 研 究 を し な け

れ は
’
な ら な い と 感 じ る 」 と 回 答 し て い る ．、．

　
．
（7） 大 学 教 員・

の 約 半 数 （53．5％） は、専 門 職

的 活 動 が 定 期 的 に．評 価 さ れ て い る と
’
回 答 し て

い る。米 国 （86．3X ＞ 、連 合 王 国 （19 ．2S ） ，

チ リ （11、1％） ． な
・
と
．
で は 7 割 以 上 の 大 学 教 員

が 牢期 的 に 評 価 さ れ て い る と 回 答 し r い ．る 反

面 、　ド イ ツ （25．3％） 、 o シ ア
．
（34．g％） な と

．
．

で は、3 割 程 度 の 大 学 教 員．し か 定 期 的 に 評 価 さ

れ で い る と 回 答 し τ い な い ，，　 　 ・．

　 活 動 別 に み る と ，調 査 対 象 国 の 平 均 で は 、．

定 期 的 に 評 価 さ れ て い る 盾 動 は 、 1．位 が 教 育

活 動 （48．2％） 、　2 位 が 研 究 活 動 （44 ．8％ ） ，

3 位 が サ
ービ ス 活 動 （20、9％〉 の 順 に な っ て い

る 。国 別 に．み る と ．教 育．活 動 で は 米 国 （79．4
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％） と 運 合 王 国 （T2 ．3S ）
．
、研 究 活 動 も 米 国

（69．6tl） と 遅 合 王 国 （70 ．4％ ）．サ ービ
．
ス 活

動 は 米 国 （54、5X ） に お い て 定 期 的 に 薛 価 さ れ

て い る と 回 答 し た 大 学 教 員 の 比 率 が 高 く な っ

て い る 。逆 に 、　ド イ ツ （9．IX ）・や 日 本 （1．8．5

％） な ど で は 教 育 活 動 が 定 期 的 に 評 価 さ れ て い

る と 回 答 す る 大 学 教 員 が 少 な い 。

　 （8） 日 本 を 除 く 13か 国 の 6脳 以 上 の 大 学 教 員

は ．　 「学 生 の 意 見 を 大掌教 員 の 教 育 能 力 の 評 ・

価 に も ち い る べ き で あ る 」 と い う こ と に 賛 成

し て い る （日 本 は 49．5k が 賢 成 ） 。

　 実 際、米 国 （12、6X）．、 ス ウ ェ
ーデ ン （47 ．

3％〕 、連 合 王 国 （43．8X ） ．オ ース ト ラ リ ア

（ぺ1、眺 ） な ど で は 4 割 以 上 の 大 学 教 員 が ．学

生 が 定 期 的 に 教 育 活 動 を 評 価 し て い る と 回 答

し て い
』
る。逆 に 、　日 本

．
（9．3％）、　ド イ ッ （6．．

5X ） ．韓 国 （4．5X ） な ど で は 、 1 割 以 下 の 大

学 教 員 し か ．学 生 が 定 期 的 に 教 育 活 動 を 評 価

し て い る と 回 答 し て い な い 。

iv，労 働 炙 件一満 足 と 不 満 　 　 　 　．

　 大 掌・教 員 の 学 問 的 生 産 性 や モ ラ
ール （志 気 ）

を 左
．
右 す る 労 働 条 件 を 国 別 に 比 較 す る と ．次

の よ う な 特 徴 が み ら れ る 。　　 　 　 　
・

　 （1） 多 く の 大 学 教 員 は 所 属 大 掌 か ら 支 給 さ

れ る 給 与 を 安 〈 て 不 十 分 だ と 思 っ て い る。半

数 以 上 の 大 学 教 員 が 自 分 の 給 与 は 「よ い 」 と

評 価 し て い る の は ．番 港 Cll ．2X ＞ と オ ラ ン ダ

（59．O嚇 だ け で あ る 。躙 査 対 象 国 の う ち、日

本 （1L4X ） を 含 め た 6 か 国 で は 、　 「よ い 」 と

回 答 し た の は 15X に 満 た な い q

　 ま た

．
こ の 給 与 が 今 後 5 年 聞 に 改 苗 さ れ る 可

能 性 が 「高 い 」 と 考 え て い る 者 は 、香 港 （41 ．

9％） を 除 け ば 、 ど の 国 で も き わ．め て 少 な い

（日 本 は 10 ．桃 ） 。 こ う し た 給 与 の 低 さ を 補 う

た め に 、有 給 の 相 談 業 務 （コ ン サ ル タ ン ト ）

に 就 く 必 要 が あ る と 回 答 し た 者 が 多 い の は、

〔コ シ ア （81．2X ） と 韓 国 （54．IX ） の 他 に 、 メ

キ ジ コ （67．1％） や チ リ C59 ．3％〉 、 ブ ラ ジ ル

（54．O％） と い っ た 南 米 諸 国 で あ る （ 日 本 は

14 ．6％ ）。

　 （2） 大 学 教 授 職 は と
’
の 国 で も 特 権 的 な 〔

privileged ） 専 門 職 の 1 つ だ が 、そ れ で も ．

ほ ぼ 半 数 の 国 で は 、40 ％以 上 の 大 学 教 員 が r私

の 仕 事 は 相 当 な 心 理 的 緊 張 を 伴 っ て い る 」 と

回 答 し て い る 。 た だ し 日 本 （55．9％ ） や 韓 国

（50．2％〉 と イ ス ラ エ ル （18．8％） や メ ギ シ コ

（20 ．8X ｝ と の 間 に は 、 大 き な 違 い が み ら れ る ，、

　 （3 》 教 育 用 機 器 や 研 究 用 設 備 ・
器 具 ． コ ン

ピ ュ
ー

タ
ー機 器 と い っ た 旗 設 股 備 の 評 価 で は ，

「も て る 国 」 と 「も た ざ る 国 」 の 2 つ に 大 き

く 分 か れ る。例 え ば 、所 属 大 学 の 研 究 用 設 備

・器 具 を 「よ い 」 と 評 価 し た 者 の 比 率 は 、 オ

ラ ン ダ （5了．0％） 、米 国 （52、T％）、 ス ウ ェ
ー

デ ン （49．8％） ．　ド イ ッ （46 ．4％） 、香 港 （44 、

O％） の 5 か 国 で は 比 較 的 高 い の に 対 し て 、 ロ

シ ァ （6、娼 ）、韓 国 （8．9％） ．．日 本 （ 14．1％）

で は き わ め て 低 い 。

　
．
こ の よ う に 大 学 教 員 の 目 か ら み る と 、そ の

労 働 条 件 は 必 ず し も 恵 ま れ て い な い ．旨し か し

第 4 に ．大 部 分 の 大 学 教 員 は 自 分 の 仕 事 に 知

的 な 満 足 を 見 出 し て い る 1、例 え は
．
． ロ シ ア

（50．O％）、　ド イ ツ （52．5％ ） ．ツ
．
ラ ジ ル C54

8X ）
．．
以 外 の す べ て の 国 で は．60％以 上 の 大 学 教

員 は 「私 の 専 門 分 野 は 今 や 非 常 に 創 造 的 で 生

産 的 だ 」 と 考 え て い る （日 本 は 63、3％） 。 ま た

「
．
も し 人 生 を 繰 り 返 す こ と が で き る な ら 、私

は 大学 教 員 に な ら な い だ ろ う 」 と 回 答 し た の

は 、最 も 多 い 遅 合 王 国 で も 20．1％に す ぎ な い

　（日 本 は 16．3％〉 。 ．

VL 大 学 の 管 理 運 営

　 大 学 の 管
．
理 運 営 の 形 態 は 国 に よ っ て 大 き く

違 う が 、 ど の 国 で も 深 刻 な 問 題 を か か え て い

る 。 各 国 の 大 学 の 管 理 運 営 に は ．次 の よ う な

特 徴 が み ら れ る。
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　 （1 ） ほ と ん ど の 国 の 大 学 教 員 は 、所 属 大 学

の 大 学 管 理 者 か ら 疎 外 さ れ て い る と 感 じ て い

る。．大 学 教 員 と 大 学 管 理 者 の 関 係 が 「よ い 」

と 答 え た 者 の 比 率 は 、最 も 高 い プ
．
ラ ジ ル で も

53、覗 で あ る 。と く に 低 い の は
「
韓 国 （ 15．TX ）

と 日 本 ．（24 ．8粉 で ．不 満 が 粲 積
・
し て い る 。 ど ．

の 国 で も ，　 「私 は 学 内 で 起 こ っ て い る こ 、と の

惰．報 を 絶 え ず 与皐 ら れ て い る．」 と 回 答 し た 者

は 半 数 に 満 た な い 。 ま だ ほ と ん と
．
の 国．で は 、

ほ ぼ 半 数 の 大 学 教 員 が 「大 学教 員 と 大 学 管 理 　
．

者 の 意 思 竦 通 は 貧 弱 だ 」 と 考 え て い る 。

　 （2 ） 躙 査 対 象 国 の う ち 、 B か 国 で は 半 数 を

越 え
．
る 大 学 教 員 が 「大 学 管 理 者 は し ば し ば 独

裁 的 だ 」 と 思 っ て い る 。 ま た ．6 か 国 で は 、半

数 を 越 え る 大 学 教 員 は 「大 学 教 員 が 意 思 決 定 ．

過 程 に 参 加．し て ・い な い こ
』
と が 問 題 」 だ と、判 断

し て い る 。 ど ち ら も 比 睾 が 高 い の は ド イ ツ 、

メ キ シ コ 、チ リ ．香 港 、 イ ス ラ エ ル で ．あ り、
．

と
．
ち ら も 比 率 が 低 い の は オ ラ ン ダ、 ス ウ r − ’

デ ン 、韓 国 、そ れ に 日 本 で あ る。　 　．

　 C3 ） 学 問 の 自 由 に つ い て み る と、半 数 を 越

え る．大 学 教 員 が 「大 学 管 理 者 は 学 問 の 自 由 を 」

支 持 し て い る 」 と 回 答 し た の は 、 イ ス ラ エ ル

（72 ．桃 ） 、日 本 （了0、6X ）
．
i 米 国 （66 ．2＄ ） 、

ツ
．
ラ ジ ル （53．2Sl） の 4 か 国 に す ぎ な い n 国 家

レ ベ ル で は 、 ロ シ ア （15 ．8沿 と．ブ ラ
』．
ジ・ル，（

36 ．7X ）

．
以 外 の ど

．
の 国 で も 、69tl以 上 の 大 学 教

員 は 「学 問 の 自 由 は 強 力 に 守 ら れ て い る 」 と

判 断 し て い る。 し か し 多 く の 国 で は ，所 属 大

学
．
の レ

「
ベ ル で み

．
る と 、学問 の 自 由

』
は 大 学 管 理

者 に よ
’
っ て 必 ず し も 支

．
持 さ れ て い る と は い

．
え

な い の で あ る 。

　
こ う し

跡 学 教 員 の 管 理 運 営 に 対 す る 不 満

の 背．景 に は ． さ ま ざ ま
．
な
「
条 件 が 考 え ら れ ．る。

し か し 最 も 重 要 な の は 、・
高 等 教 育 が 急 激 に 拡

大 す る に つ れ て ．、大 学 が 官 僚 制 を べ 一
ス に し

た 管 理 運 営 の 「産 業 モ デ ル 」 を 導 入 す る よ う

に な っ た こ と で あ る 。一方 で 管 理 運 営 の 効 率
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化 を．は か り 、そ・れ と 伺 時 に，．大 学 の 構 成 員 間．

の コ ミ
・

ユ ニ ケ ー．シ
ョ
．ン や 同 僚 制 の 雰 囲 気 も 確

保 で き る 大 学 の 管 理 運 営 の あ り 方 が ，と
．
．の 国

で も 強 ぐ 求 め ら れ て い る 。

VI ，高 等 教・育．．
と 社 会

　 （1 ＞　「政 府 は 高 等 教 育 の 目 的 や．政 策 全 体 に

対 す る 決 定．を く だ さ す 貰 任 を も つ べ き．で あ る 」

とす る 意 見．に 賛 成 か ど う か 尋 ね た と こ ろ、．賛 ．

成・と す る 大 学 教 員 は ， ロ シ ア の 90．1％か ら，米

国 の 9 ．9％ま で 幅 が あ り．調 査 対 象 国 の 平 均 は

32、O覧で あ る （日 本 は
．19．1％） c．．，

　 逆 に ，　 「重 要 な 学 術 政 策 に 政 府 が 干 渉 し す

ぎ る 」 と す る 意 ．見 に 賛 成 か ど う か 尋 ね た ζ こ

ろ．賛 成 と す る 大 学 教 員 は 、韓 国 の 8・9．0％か ら ．

チ
．
リ の ．17．1％ま で 幅 が あ り、調 査 対 象 国 の 平 均

は 43．8％で あ る （日 本 は 48．1％）。

　 （2） 学 問 の 自 由 は 強 力 に ．守 う れ て い る か ど
．

う か 尋 ね た と こ ろ、す べ て の 国 で 60％を 越 え

る 大 学 教 員 が 、　 「ど
’
ん な 研 究 に も 関 心 が あ れ ．

ば 取 り 組 む こ と が で き る 」 ．と 回 答 し 、 ロ シ ア

を 除 い て 、す べ て の 国 で 60＄を 越 え る．大 学．教

員 が ，　 「私 は 教 育 の 内 容 を 全 く 自
．
由 に 決 め る ．

こ と が で き る 」 と 回 答 し て い る 。

　 し
．
か し な が ら、．韓 国　（43 ．1％ ）

．
ζ 米 国

・
（34．

6％） に お い て 、 3 分 の 1 以 上 の 大 学 教 員 は ．

「 学 者 が 何 か 出 版 し て も
1
政 治 的 あ る い は イ デ

オ ロ ギ ー的 な 制 約 を 受 げ る 亅 と 感 じ て い る

く　日 本 la 　18．696）　。、　・　　　　　　　　　　 ．・

　 （3） 大 学 教 員 全 体 の 約．60％は 、．「大 学 人 は 次

第 に 尊 敬 さ れ な　ttく．な っ て き で
．
い る 」 と 感 じ て

お り、 ヴ
’
ラ ジ ル の 82．2％か ら オ ラ ン ダ や ス ウ ェ

ー
デ ン の 40％代 ま で の 大 き な 違 い が あ る （日 本

rま 、　64．5％）．　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t・

　 さ．ら に ．　 「大 学．人 は 最 も 影 響 力 の あ．る 才 ピ

ニ オ ン ・
リ
ーダ ー

に 属 す る 」 か．ど う か 尋 ね た

と こ ろ 、韓 国 が そ の 意 見 に 賛 成 す る ξ す る 大

学 教 貫 の 比 率．が 最 も 高 く　（
・62．雛 ） 、運 合 王 国
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が 賛 成 す る 大 学 教 員 の 比 率 が 殿 も 低 く な っ て

い る （11 ．2X ）．。 日 本 は 39 、6X の 大 学 教 員 が そ

の 意 見 に 賛 成 し て い る。

　 ぐ4 ）　「私 の 専 門 分 野 の 教 員 は 、社 会 的 問 題

に 対 し て 専 門 的 に 貢 献 す る 嚢 務 が あ る 」 か ど

う か 署 ね た と こ ろ，　 ド ィ ッ の 93．4％か ら ロ シ ア

の 61 ．2％ま で 違 い
．
あ る も の の 、圧 倒 的 に 肯 定 的

で あ っ た。 日 本 に お い て は SO．脳 が 肯 定 的 で

あ る。

』
WO1，国 際 的 次 元

　 （1） 過 去 3 年 間 で 、所 属 大 学 に 留 学 生 が 入

掌 す る こ と が 時 々 あ っ た と 回 荅 し た 大 学 教 員

は ．調 査 対 象 国 の 平 均 で T5、3X で あ る。国 別 に

み る と、米 国 が 最 も 高 く （96．6X ）、韓 国 が 最

も 低 く な っ て い る （4、7％）。逆 に 、所 属 大 学．
．

の 学 生 を 外 国 に 送 り だ ず こ と が 時 々 あ っ た と

回 答 し た 大 学 教 員 は ，躙 査 対 象 国 の 平 均 で 60，

蒔 で 、国 別 に み る と ． 日 本 が 最 も 高

．
く （1 了．3

％） 、韓 国 が 最 も 低 く
．
な つ て い る （11 ．1％） 。

　 C2 ）　「本 掌 の カ リ キ ュ ラ ム は も
．

っ と 国 際 的

視 野 か ら 編 成 さ れ る へ き だ 」 と す る 意 見 に 賛

成 と す る 大 学 教 員 は ．調 査 対 象 国 の 平 均 で 58，

4X で あ る。国 別 に み る と 、そ の 憲 見 に 費成 で

あ る と す る 大 学 教 員 の 比 率 が 最 も 低 い の は イ

ス ラ エ ル で （29．31i｝、続 い て、米 国 （4L4 ％） L

オ
ー

ス ト ラ リ ア （46 ．9＄ ） で あ っ た （日 本 は 、

6S、5X ） c

　 （3） 過 去 3 年 闇 に 、学 習 あ る い は 研 究 の た

め に 海 外 へ 行 7 た こ と が あ る か と
’
う か 尋 ね た

と こ ろ 、あ る と 回 答 し た 大 学 教 員 が 最 も 多 か

っ た の は イ ス ラ エ ル で 、逆 に 少 な か っ た の が ．

米 国 、ロ シ ア 、 ブ ラ ジ ル で あ っ た 。 ま た 、過

去 3 年 間 に 、外 国 の 機 関 で 大 学 教 員 と し て 勤

務 し た こ と が あ る と 回 答 し た 大 学 教 員 が 最 も

多 か っ た の が
「
イ ス ラ ．エ ル で 、続 い て ．オ ラ ン

ダ ．香 港 と な っ て い た 。 あ る と 回 答 し た 大 学

教 員 比 ＄ が 1眺 以 下 の 国 は ．米 国 、ロ シ ア 、
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韓 国 ． 日 本 、ブ ラ ジ ル と な っ て い る 、，

　 （4 ） 自 分 の 専 門 分 野 の 発 展 に つ い て い く に

は 、外 国 の 欝 物 や 雑 誌 を 読 む 必．要 が あ る と す

る 大 掌 教 員 は．、調 査 対 象 国 の 平 均 で 88．9％で あ

る （日 本 は 、93．郷 ）。 こ の 比 率 が 最 も 低 い 国

は 、米 国 （67．6％ 〉 で あ る。 こ れ は 、米 国 が 学

術 出 版 の 中 心 地 で あ る こ と が 理 由 な の か も 知

れ な い 。

　 （5） 外 国 の 掌 者 と の 交 流 は 自 分 の 専 門 的 活

動 に 非 常 に 重 要 だ と す る 意 見 に 同 意 す る 大 学

教 員 は ．調 査 対 象 国 の 平 均 で 了8．朏 で 、 か な り

の も の が 同 意 し て い る 〔日 本 は 、87、8％〉 ．．し

か し ．国 際 的 に 活 躍 し て い る 学 者 で あ る こ と

は L 所 属 大 学 で の 大 掌 教 員 評 価 で 重 要 で あ る

と 回 答 し て 大 学 教 員 は ．調 査 対 象 国 の 平 均 で

53．4％で ，実．際 に は 評 価 対 象 と な っ て い る と す

る 大 学 教 員 は 減 っ て い る （日 本 は ，64、5％〉 ．

　 〔6） 過 去 10年 聞 に お け る 外 国 語 な い し は 外

国 で 公 表 し た 論 文 等 の 出 版 形 態 に つ い て み る

と 、調 査 対 象 国 の 平 均 は 「外 国 で 論 文 や 著 書

を 出 版 し た 」 が 6．6回 、　 r外 国 語 で 論 文 や 著

書 を 出 版 し た 」 が 6．1回 と な っ て い る 。米 国

の 大 学 教 鼠 は 、 自 国 が 国 際 的 な 学 問 セ ン タ
ー

で あ り．英 語 を 母 国 語 と す る た め か 、外 国 で

の 出 版 は 3．1回 、外 国 語 で の 出 版 は 0．9回 で

調 査 対 象 国 中 最 低 水 準 で あ る 。 こ れ に 対 し て ．

日 本 や 韓 国 で は 外 国 で の 出 版 は 5、3回 、 外 国

晤 で の 出 版 は 10 ．3回 と な っ て お り． 自 国 内 で

外 国 藷 で 公 表 す る 機 会 が 多 く な っ て い る ． こ

う し た 背 景 に ぱ 、各 国 間 の 複 雑 な 学 問 の 国 際

的 威 信 構 造 と 書 語 圏 の 問 題 が 横 た わ っ て い る

よ う だ 。

　
．
以 上 、研．究 結 果 の 概 要 を 示 し た 。詳 し く は

発 表 当 日 に 資 料 を 配 布 す る u
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